
医学生の皆さんへ Message
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研修・イベント風景（10月・11月・12月）

当院は、西三河地区の中核となる3次救急病院です。救急搬送される
重症患者さんも多く、忙しくもやりがいのある研修を受けられると思います。
また、将来の仲間となる同僚が多くおり、とても活気のある病院です。
上級医や私たち指導医、そしてコメディカルスタッフも熱心に皆さんを
サポートします。
耳寄り情報を一つお教えします！それは、職員食堂の食事が非常に充実して
いることです。メニューが豊富で、おいしいのはもちろんですが、価格も
お財布に優しいです。カロリーや塩分表示もされていて、健康にも配慮して
います。研修医の先生方に聞いても、他の病院と比較して、ポイントが高い
ようです。是非一度見学にいらしてください。

Ｎｏ.11（2025.1）

号

下期になり、これまでの研修の振り返りや、次年度の研修・進路について考える時期となりました。
1.2年生共に振り返りミーティングを行い、インシデント・アクシデントをテーマに、各々がヒヤリと
した事例の振り返りと共有を行いました（写真①）。2年生は、1年生の時に比べ、振り返る内容が
濃くなっており、様々な経験を乗り越え、成長していることがうかがえました。
1年生は、進路を見据え、次年度のローテについて考え始めています。当院では、ローテを決める前に
指導医へ相談できる機会を設けており、選択科や志望科を回る時期など、指導医にアドバイスをもら
いながら決めていきます。

浅野 喜澄
循環器内科管理部長
臨床研修センター管理部長

刈谷豊田総合病院
研修医だより

研修医へインタビュー！
Q.自己研鑽として取り組んでいることは
ありますか？

前日の救急外来症例について、
なるべく多くのカルテに目を通して
います。研修医同士で、自分なら
どのような検査やアセスメントを
するか討論したり、少しでも疑問に
思ったことを自分で調べたり、上級
医の先生方に聞いたりしています。
また、自分が診療にあたった患者さ
んは、退院までの治療や上級医の先
生方のアセスメント、治療にも目を
通すようにしています。
少しでも多くの症例に触れ、
調べたり聞いたりすることで知識を
深め、どのような症例にも対応でき
るように自己研鑽を積んでいます。
2年目研修医 R.K

振り返りミーティング（写真①） 超音波実技講習会

希望者を対象に
年6回実施！

研修風景

病院説明会

外国人講師によるPBL

病棟やICUなどの施設見学や、研修医と
医学生さんとでおやつを囲みながらPBLを
行いました。

施設見学
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診療科紹介 今回は…
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Announcement
イベント情報
2月23日（日）レジナビ名古屋へ出展いたします！
指導医・研修医一同、皆さんとお会いできることを
楽しみにしています。ぜひ当院ブースへお越しください！

見学情報
・病院見学 随時受付中！
WEB見学もお気軽にご相談ください。

詳細は当院HPをご確認ください。
★下記URLまたはQRコードからも
ご覧いただけます。

https://www.toyota-kai.or.jp/facility/learning/

・臨床研修に関する質問
・本紙に掲載を希望される内容 等々
お気軽にお問い合わせください。

E-mail：KTGH.kenshu@toyota-kai.or.jp
TEL：0566-25-8345（平日8：30～16：45）

発行：刈谷豊田総合病院
臨床研修センター

・急性心筋梗塞や狭心症、心房細動などの循環器疾患を

数多く経験できるため、経皮的冠動脈形成術、

アブレーション治療など一般循環器内科としての手技に

早い段階から豊富に触れられます。

さらに、下肢閉塞性動脈硬化症などの疾患に対して、

末梢動脈カテーテル治療も積極的に行っています。

・心臓血管外科との連携も密にしており、

垣根のない協力体制が充実しています。

【1年目研修】

上級医や指導医とともに、急性冠症候群や心不全などの

救急疾患の初期治療から入院管理を学びます。

毎日カテーテル検査や治療を行っているので、

見学・助手を担当します。

【2年目研修（選択）】

希望に応じて、カテーテル検査の実践手技

（血管穿刺やカテーテル操作等）を経験できます。

「循環器疾患は怖い、難しい」というイメージを

お持ちの学生さんがいるかもしれません。

確かに容易ではないことはありますが、

それ以上に魅力のある診療科だと思います。

循環器内科を研修している間に、少しでも

魅力を伝えられるようにと考えています。

興味のある方は、ぜひ一度見学にお越しください。

いつでもウェルカムです！

次回発行予定
3月


